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１．荒瀬ダム本体撤去工事について
１）全 体 計 画

全体計画全体計画全体計画全体計画



全体計画全体計画全体計画全体計画
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１．荒瀬ダム本体撤去工事について
２）平成２ڴফ২工事の結果

平成平成平成平成28年度年度年度年度工事の結果工事の結果工事の結果工事の結果



（H2ڴফ২）

6

平成平成平成平成28年度年度年度年度工事の結果工事の結果工事の結果工事の結果



శ௭及部・୅෣（P1）撤去
灣௭及৖・P1（1段目）

平成28ফ11月11日
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平成平成平成平成28年度年度年度年度工事の結果工事の結果工事の結果工事の結果



௭及৖上৖（3回目）
༕৬௭及部撤去

8

平成平成平成平成28年度年度年度年度工事の結果工事の結果工事の結果工事の結果



௭及৖下৖（1回目）
༕৬௭及部撤去
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平成平成平成平成28年度年度年度年度工事の結果工事の結果工事の結果工事の結果



平成29ফ2月10日

௭及৖下৖（2回目）
༕৬௭及部撤去
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平成平成平成平成28年度年度年度年度工事の結果工事の結果工事の結果工事の結果
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平成平成平成平成28年度年度年度年度工事の結果工事の結果工事の結果工事の結果



導水トンネル埋戻し

H29.1.5 H29.2.14

H28.12.8 H28.12.8

埋戻し第5期炒വコンクリート壁打設

コンクリート殻搬入 積込み・運搬

12

平成平成平成平成28年度年度年度年度工事の結果工事の結果工事の結果工事の結果



取水口埋戻し

H29.3.21 H29.3.30

H28.9.16

H28.11.30

埋戻し炒വ埋戻し状況

ゲート等撤去 擁壁設置状況
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平成平成平成平成28年度年度年度年度工事の結果工事の結果工事の結果工事の結果



୭୆ৌ北（ᄯ水叀৶・ළᄯ防厙膜・防音壁）

濁水叀৶施設

汚濁防止膜

環境対策の実施状況

防音壁
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平成平成平成平成28年度年度年度年度工事の結果工事の結果工事の結果工事の結果



ダム上下及ୠの現況（下及ୠかै）

H29.4.28日撮影
107ｍ3/s
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平成平成平成平成28年度年度年度年度工事の結果工事の結果工事の結果工事の結果
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１．荒瀬ダム本体撤去工事について
３）平成２ڵফ২工事の概要

平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要
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平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要
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平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要
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平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要
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平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要



匊卥及況の卾卉

平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要

21

①治水上の検討

－
（差分）

残存部対岸へ向かう流れや
乱れは生じていない

水位・及況の解ෲをষい、右岸༕体
(P9)は残した方がよいと判断



ダムの現況【下及から】

平成29ফ4月13日撮影

撤去前

②ବ௴的な整৶

ダムが存在していた痕跡を残す
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平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要



②ବ௴的な整৶ダムの現況【下及から】

左岸（国道側）右岸（県道側）
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平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要



平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要
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ダム残存部 仕上げイメージ【左岸側（国道）】

看板等を整備する

桜を残し眺望スペース
として整備する

②ବ௴的な整৶



平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要
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ダム残存部 仕上げイメージ【右岸側（県道）】

建設時の高欄等も可能な限り
そのままの形で残す

②ବ௴的な整৶



ＡＲ（拡張現実）技術を活用し、アプリをダウンロードして現地で
スマートフォンをかざすと撤去前の荒瀬ダム３Ｄモデルが浮かび上がる
仕組みを検討、整備中

26

荒瀬ダムをARで再現

アプリトップ画面イメージ

平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要

②ବ௴的な整৶
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平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要



平成平成平成平成29年度年度年度年度工事工事工事工事の概要の概要の概要の概要
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２．荒瀬ダム本体撤去関連工事



【H28・H29ফ২ 関連事業実施箇所】

凡例

： 本体撤去工事（県）

： 関連工事（県）

： 河川改修工事（国）※参考

球磨川河川改修事業

荒瀬ダム撤去工事

球磨川河川改修事業

県道中津道八代線
道路嵩上事業

県道中津道八代線
路側構造物補強工事

荒瀬ダム関連施設撤去工事

百済木川河川保全工事

※ऒの地௕は、国ଅ地৶协発ষの２勦ڱ千ীの１地形௕（௳本、中津道）を灯ବ௕として使用したものである。
30
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②調圧水槽（ｻｰｼﾞﾀﾝｸ）

①藤本発電所

関連施設撤去について

⋉荒瀬ダム管৶所

荒瀬ダム



①藤本発電所撤去
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藤本発電所

水区等発電務

配管・電気設備



①藤本発電所撤去
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埋戻し状況

H29.7.14

水区等発電務撤去炒വ

H29.5.8

H29.7.4

埋戻し状況

完了完了完了完了



①藤本発電所撤去
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藤本発電所

建物解体現況

H29.10.6

H29.7.28

建物解体着手

継続継続継続継続
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②調圧水槽（ｻｰｼﾞﾀﾝｸ）撤去

37
H29.10.24

継続継続継続継続



38



⋉ൽ௿ダムଵ৶所撤去

39
H29.9.25

最新に

H29.6.14

解体状況

完了完了完了完了



ൽ௿ダムଣ水ଡ଼撤去

40
H29.10.23

継続継続継続継続H29.10.23
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道ଡ଼匳ଐ工事
交通規制：道路改良（11月）

42

規制内容：車両時間全面通行止め ※スクールバスを除く

歩行者・自転車・バイクは終日通行可

※作業内容次第ではお待ちいただくこともあります
警備員の誘導に従ってください

警備員：工事箇所前後及び
坂本橋葉木橋で誘導

迂回路：国道219号

舗装補修の規制時間は、場所や作業内容によって異なります。
事前に案内看板等で周知いたします。

舗装補修工事
舗装補修（2末～3月上旬の2週間程度）



施工箇所：川嶽（百済木川）
工 期：H28.11عH29.3
概 要：置石工

ীങ型叉୷工

施工前

河川保全工事 河床低下対策河床低下対策河床低下対策河床低下対策

No.４（0k800）付近
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完了完了完了完了



H29.4.13

現況

（厴卛）ীങ型叉୷工

厹烼ᶬ卽 灻：石᱁河川に組िঽேに近い石積み叉୷工の設計,ଅ木৾ভ厱卽厦F Vol.66 No.4

河川保全工事 河床低下対策河床低下対策河床低下対策河床低下対策

施工箇所：川嶽（百済木川）
工 期：H28.11عH29.3
概 要：置石工

ীങ型叉୷工

44

完了完了完了完了



河川保全工事
施工箇所：川嶽（百済木川）
工 期：H29.12عH30.3
概 要：ীങ型叉୷工

河道整備

45

ゴミ撤去

擁壁撤去

分散型落差工設置

H28 分散型落差工

新規新規新規新規



࿿ଡ଼୮೮工事
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施工箇所：୴木地区
工期：H28.8
概要：根継工 L=15m

ଡ଼側補勮工事 河床低下対策河床低下対策河床低下対策河床低下対策

47

完了完了完了完了



施工箇所：川嶽地区
工期：H29.12عH30.3
概要：根継工 L=15m

ଡ଼側補勮工事

48

新規新規新規新規



施工箇所：中津道地区
工期：H2930عফ২
概要：用地買収

県道中津道八代଍道ଡ଼嵩上事業

道路嵩上事業 L=300m

49

※ 球磨川河川改修事業（国）と工程を調整し実施する



50

３．環境モニタリング調査について



環境モニタリング項目

基
礎
項
目

水 象
（及 ୤）
河川形状

（叅友・஥ฒ೾୤、匊卥೾୤）
基盤環境

（空中写真、定点風景、河床撮影）
底 質

（၄২匢勱）
水 質

（常時、定期）

セ
グ
メ
ン
ト

ス
ケ
ー
ル
項
目

植 物
（付着藻類）
動 物

（底生動物、重要な種）
動 物

（魚 類）

リ
ー
チ
ス
ケ
ー
ル

項
目

基盤環境
（下代௿఼㣒ৃ勩ຼৃ୭୆）

基盤環境
（ダム下及物৶୭୆18؟k400）

動 物
（アユの胃内容物）

植 物
（ベルトトランセクト）

工
事
関
連
項
目

大気汚染
（粉じん等）
騒 音

（特定建設作業、発破作業）
振 動

（特定建設作業、発破作業）

環境モニタリング項目環境モニタリング項目環境モニタリング項目環境モニタリング項目
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最
大

流
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3 /
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� 平成29ফ২前期の出水状況は、1千m3/s台が2回であった。
� 5月の出水は過去63ফ間で第53位の出水規模であった。

流量（出水状況）流量（出水状況）流量（出水状況）流量（出水状況）

平成２９年度前期の流況

昭和57年7月（過去最大）
最大放流量6,460m3/s

荒瀬ダム
958m3/s

荒瀬ダム
1,566m3/s

荒瀬ダム
1,539m3/s

52各年最大放流量（荒瀬ダム：昭和30年～平成29年）

平成29年年5月出水
最大放流量1,566m3/s



� ダム上及（⋎、⋏灧び⋒）で、為၄化(H27→H28)がৄैれる

平均値の６０％代表粒径平均値の６０％代表粒径平均値の６０％代表粒径平均値の６０％代表粒径

 【凡例】 

：H28 年度の仮設、掘削による 

変化を受けた点 

：H27～28 年度に大きく変化した地点 

：H28 年度(H29.1)に過去の変動域を 

大きく超えた点 

：第２次水位低下前の変動幅 

� 下৻瀬（⋉）では、烛ୠの໧灇工事により勖面の大きなଅෛが௾かれたऒとが募炑で為၄化した
と思われる

※ऒの地௕は、国ଅ地৶协発ষの２勦ڱ千ীの１地形௕（௳本、中津道）を灯ବ௕とし
て使用したものである。

底質底質底質底質
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10
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60

70
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90

1000

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

6/19 6/20 6/21 6/22

時
間

雨
量

（
m

m
/
h）

濁
度

（
F
T
U

）
� 瀬叐石ダム下及と发ຎして、道のക௳本の濁২がশ期間継勸するऒとはなかった

道の駅坂本
1,442FTU（6/21 11時）

道の駅坂本
324FTU（10/9 11時）

時間雨量

瀬戸石ダム下流濁度

道の駅坂本濁度

横石濁度

※叅石濁২は、6/17~6/23間欠測

水質（常時観測）水質（常時観測）水質（常時観測）水質（常時観測）
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荒瀬ダム流入量（日平均流入量）
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S
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（
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室内分析結果（SS）

環境基準Ａ類型

25mg/L以下

0.0
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D
（
m

g
/
L
）

室内分析結果（BOD）

環境基準Ａ類型
2mg/L以下
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H28.4 H28.5 H28.6 H28.7 H28.8 H28.9 H28.10 H28.11 H28.12 H29.1 H29.2 H29.3

D
O

（
m

g
/
L
）

室内分析結果（DO）

環境基準Ａ類型

7.5mg/L以上
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9.5

10.0

H28.4 H28.5 H28.6 H28.7 H28.8 H28.9 H28.10 H28.11 H28.12 H29.1 H29.2 H29.3

p
H

室内分析結果（ｐH）

環境基準Ａ類型

6.5以上8.5以下

� 環境基準値（河川A類型）をほぼ達成し、安定的に推移している

荒瀬ダム直上流

瀬戸石ダム下流

破木橋（百済木川）

道の駅坂本

水質定期調査（BOD）

水質定期調査（SS）

荒瀬ダム及入୤（日平炾及入୤）

水質定期調査（pH）

水質定期調査（DO）
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水質（定期観測）水質（定期観測）水質（定期観測）水質（定期観測）
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【春季】
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【冬季】
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三岐腸目 原始紐舌目 盤足目 基眼目 マルスダレガイ目 オヨギミミズ目 イトミミズ目 ツリミミズ目 吻蛭目

吻無蛭目 ダニ目 カイミジンコ目 ヨコエビ目 ワラジムシ目 エビ目 カゲロウ目 トンボ目 カワゲラ目

カメムシ目 ヘビトンボ目 アミメカゲロウ目 トビケラ目 ハエ目 コウチュウ目 被喉綱

� ダム上及の及水回୮区間では、及水環境षの変化と৊時に全種数が増加し
ており、平成28ফ২も概बその状ଙを烽匛している

：湛水状態の時期
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魚類生態調査の概要
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①遙拝堰 ②横石 ③下代瀬 ④坂本橋 ⑤道の駅坂本 ⑥荒瀬ダム

百済木川流入部

⑦

葉木

⑧

与奈久

⑨西鎌瀬 ⑩瀬戸石

ダム下流

遙拝堰

湛水区間

下流流水区間 減水区間 百済木川

流水回復区間

第２流水

回復区間

第１流水

回復区間

上流

流水区間

種
数

【夏季】 純淡水魚 回遊魚：湛水状態の時期

� 平成２ڴফ২のຂ類調査について、大きな変化はৄैれない

：湛水状態の時期
魚類調査
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� 環境騒音は、工事施工前後で大きな変化なし
� 特定建設作業騒音は、基準値85dB(A)以下
� 発破騒音は、管৶値96dB(A)以下

環境騒音環境騒音

特定建設作業騒音特定建設作業騒音 発破騒音発破騒音

St.1地点が発破箇所から100m範囲内にあり、作業員を含めた周辺住
民等は避難することとなっているため、評価はSt.2地点のみで行った

調査
実施日

調査対象

調査地点 備 考環境騒音
(6:00～22:00)

建設騒音
(対象工種)

H28.11.11 － 発破 St.2

H28.11.12 ○ 構造物取壊し St.2
特定建設

作業

H28.11.30 － 発破 St.2

H29.2.7 － 発破 St.2

H29.2.22 ○ 構造物取壊し St.2
特定建設

作業

騒音騒音騒音騒音
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環境振動環境振動

特定建設作業振動特定建設作業振動 発破振動発破振動

St.1地点が発破箇所から100m範囲内にあり、作業員を含めた周辺住
民等は避難することとなっているため、評価はSt.2地点のみで行った

調査
実施日

調査対象

調査地点 備 考環境騒音
(6:00～22:00)

建設振動
(対象工種)

H28.11.11 － 発破 St.2

H28.11.12 ○ 構造物取壊し St.2
特定建設

作業

H28.11.30 － 発破 St.2

H29.2.7 － 発破 St.2

H29.2.22 ○ 構造物取壊し St.2
特定建設

作業

� 環境振動は、工事施工前後で大きな変化なし
� 特定建設作業振動は、基準値75dB以下
� 発破振動は、管৶値75dB以下

振動振動振動振動
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終了


